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もっと芸術鑑賞や文化活動をし
たいけど、時間的余裕がない

自由時間はのんびり家で休養しながら…

今
日
、
生
活
環
境
の
変
化
や
価
値
観
の
多
様
化

に
伴
い
、
心
の
豊
か
さ
や
生
活
の
質
を
追
求
す
る

文
化
的
な
欲
求
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
な
か
、
文

化
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
個
人
自
ら
が
参
加

し
、
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
文
化
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
国
に
お
い
て
は
平
成
十
三

年
十
二
月
に
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
「
文
化
芸
術
振
興
基

本
法
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
で
は
平
成
五
年
に
文
化
振
興
指
針
を
制

定
し
ま
し
た
が
、
制
定
か
ら
十
年
が
経
過
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
見
直
し
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
、
県
文
化
環
境
部
文
化
振
興
課
で
は
平
成

十
五
年
六
月
に
「
県
民
の
文
化
に
関
す
る
意
識
調

査
」
を
実
施
し
、
県
民
の
文
化
に
関
す
る
考
え
方

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

県
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
今
後
の
文
化
行

政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
多

く
の
皆
様
に
対
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

調査結果の概要

文学・音楽・美術・映画
を鑑賞したり、あと、シ
ョッピングもしたいわね

スポーツや園芸・日曜大工が
したいな。定年退職後は健康
づくりのため散歩もしようか

沖縄料理は好き！
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県
民
の
意
欲
的
な
芸
術
文
化
活
動
を

奨
励
す
る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
に
芸

術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
郷
土
文
化
の
向
上
、
発
展
に
資
す

る
目
的
で
昭
和
四
十
七
年
に
復
帰
記
念

事
業
と
し
て
開
催
し
て
以
来
、
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
平
成
十
六
年
で
三
十
三

回
目
を
迎
え
ま
す
。

美
術
、
写
真
、
書
道
の
展
示
部
門
と
、

琉
球
舞
踊
、
組
踊
、
古
典
音
楽
、
邦
舞
、

邦
楽
、
洋
舞
、
洋
楽
の
舞
台
部
門
か
ら

な
り
、
舞
台
部
門
は
六
部
門
の
内
の
三

部
門
づ
つ
を
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す

展
示
部
門
は
県
内
に
住
ん
で
い
る
方

を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
、
応
募
作
品

を
審
査
員
が
審
査
し
て
そ
れ
ぞ
れ
県
知

事
賞
（
賞
金
十
万
円
）、
優
秀
賞
（
賞

金
五
万
円
）、
奨
励
賞
（
賞
金
三
万
円
）

及
び
入
選
作
を
決
定
し
、
入
選
以
上
の

作
品
等
を
本
展
及
び
三
カ
所
の
移
動
展

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
県
民
の
皆
様
の
作
品
及
び
ご

出
品
、
ご
鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図書館や公民館など身近
で手軽に利用できる文化
施設を整備してほしい

県民の７割の人が伝統芸能等の
体験・経験あり（若い世代はエ
イサー、高年代は舞踊）

文化ボランティアって知らなかっ
たけど、できればやってみたい

県民の８割の人が沖縄の工芸品
を所有し、三線は３軒に１軒が
所有（周辺離島や八重山では２
軒に１軒が所有）


